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急患の場合は事前に必ずお電話ください※健診センターは休診となります。 通常診療 通常診療 救急対応 救急対応 救急対応 救急対応
5/1（水） 5/2（木） 5/3（金） 5/4（土） 5/5（日） 5/6（月）

内　　科

外　　科

眼　　科

小 児 科

皮 膚 科

整形外科

午前

午前

午前

午後
午前

午前

午前

午後
受付時間

月 火 水 木 金 土

今 村 （康）
外科・総合診療科 勝 野 今 村 （康）

外科・総合診療科今 村 （達）

神 谷
川 﨑

河 合 （純） 川 﨑 神 谷 河 合 （純）

廣 田 廣 田廣 田 廣 田

半 田

松 本 （美） 相 羽

歯科・口腔外科 梅 村梅 村梅村/担当医 梅 村 梅村/担当医

矢 﨑 第1・3・5 10:00～

田 中 第2・4 10:00～

松 尾 （英）

宇佐美 第2・4

中 里

植／廣田
15:00～16:00

植／廣田
15:00～16:00

植／廣田
15:00～16:00

横 崎
消化器

栗 木
消化器

榊 原
循環器

  吉 田 （勝）
循環器

伊 藤 （隆）
脳神経

伊 藤 （隆）
脳神経

多 田 第2・3
腎臓・リウマチ・膠原病

渡 辺
消化器

橋 本
呼吸器

戸 部
循環器

多 田
腎臓・リウマチ・膠原病

橋 本
呼吸器

鈴 木 （貴）
糖尿病内分泌

鈴 木 （貴）
糖尿病内分泌

柳 澤
呼吸器

担当医

柴 田
循環器

渡 辺
消化器

森
糖尿病・膠原病

今 村 （亜）
循環器 第3・4・5

吉 田 （勝）
循環器

鈴 木 （重雄）
消化器

半 田 担当医 第2・3・4・5
13:30～15:30 13:30～15:30 13:30～15:30

中 里

松 尾 （英） 河 原

休 診

栗 本 第3・4・5
9:30～

森
糖尿病・膠原病

横 崎
消化器

今 村 （亜）
循環器

午前 半 田 半 田 半 田 半 田 半 田半 田

植
廣 田

植植
植

植

松 本（美）

中 川 第3

早 川 第2・4

担当医岡 城
循環器

平 山
脳神経

伊 藤 （隆）
脳神経

岡 城
循環器

吉 田 （由）
糖尿病内分泌

吉 田 （由）
糖尿病内分泌

川 﨑
10:00～

外来診療担当医表（5月）

★外来は、原則として予約とさせて頂きます。　
★受付時間　午前8：30～11：30 

★診察時間　午前9：00～12：00　
★都合により担当医師が変更となる場合があります。
★急患の場合はお電話ください。時間外・休日も診察致します。
TEL.0568-21-0811（代表）

午後の専門外来は診察時間の30分前からとなります。

月 火 水 木 金 土

消化器・肝臓
栗 木

14:30～15:30
腎臓・リウマチ・膠原病
多 田
13:30～

リウマチ・膠原病・糖尿病
森

12:30～14:30

糖尿病内分泌
和 田

9:00～12:00
消化器・肝臓
栗 木

13:30～15:30
IBD／便秘外来
渡辺

予約制 14:00～16:00

循環器
水 谷 （浩）
13:00～
15:00

糖尿病内分泌
上 田
13:00～

禁煙外来
橋 本
14:00～

呼吸器
柳 澤
予約制
14:30～
15:30

◆ 

内
　
科

◆ 

外
　
科

新 任 医 師 紹 介

専門外来

裏面：地域連携室が患者支援センターとなりました

月 火 水 木 金 土

乳腺外科 稲 石
予約制 9:00～10:30

泌尿器 河 合 （昭）
13:00～16:00

脳神経外科
飯 塚

〈第1・4・5〉
14:30～16:30

血管外科
今 枝

14:00～16:00

泌尿器
遠 山

14:00～15:00
〈第2・3・4・5〉

脳神経外科
担当医
〈第2・3〉

14:00～16:00
一部予約制
14:00～

泌尿器
担当医

乳腺外科
佐 藤
予約制 

14:00～16:00

内分泌外科 日 比（八）〈第2〉
予約制 15:00～16:00

脳神経外科 吉 田 (純)
予約制 15:00～16:00

内分泌外科  酒 井〈第3〉
予約制 15:00～16:00

緩和ケア
秋 山

13:30～16:00

脳神経外科
飯 塚
予約制

小児外科
勝 野

13:00～16:00

脳神経外科
飯 塚

14:00～16:00

脳神経・脊髄外科
西 村
〈第3〉

9:00～11:30

泌尿器
鈴 木 （晶）
〈第2・4〉
9:00～12:00

形成外科
担当医

9:00～10:00

榊原  慶祐先生
循環器内科外来を担
当いたします。高血
圧や脂質異常症など
の生活習慣病や、心
不全や狭心症など心

臓の病気を診させていただきま
す。よろしくお願いします。

柴田  直紀先生
４月より木曜外来を
担当させていただき
ます。心不全や虚血
性心疾患を含め、循
環器疾患全般を診

療いたします。よろしくお願いいた
します。

川治  崇泰先生
麻酔科を担当させて
いただきます。安全
な周術期管理を皆で
協力して行っていき
ます。

小松  聖史先生
毎週金曜日の麻酔を
担当します。術後の
痛みがないよう管理
したいと思います。
皆さまよろしくお願

いいたします。

戸部  彰洋先生
金曜日の内科外来を
担当させていただき
ます。専門は循環器
内科です。よろしく
お願いします。

上田  一裕先生
糖尿病内分泌外来を
担当させていただき
ます。地域の方々の
健康維持に少しでも
貢献できればと考え

ております。よろしくお願いいたし
ます。

平山  哲之先生
脳神経内科の外来を
担当します。自分の
できる範囲内で診療
を頑張っていきたい
と思います。よろし

くお願いします。

稲石  貴弘先生
4月より月曜日に乳
腺外科を担当しま
す。地域の皆様に貢
献できるように診療
しますので、よろしく

お願い致します。

小俣  真悟先生
皆様はじめまして。4
月より毎週水曜午後
の画像診断を担当し
ます。何卒、宜しくお
願い致します。

祖父江  茜先生
眼科外来を担当させ
ていただいておりま
す。患者さまの気持
ちに寄り添う医療を
提供できるよう心掛

けております。よろしくお願い致し
ます。
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デイ
サービス
ムクの木

患者さま 訪問看護

医師

看護師

事務
職員リハビリ

社会
福祉士

公認
心理師

通所リハ
デイケア

居宅支援
ケアマネ

訪問
リハビリ 患者支援センター

●人間ドック
●企業健診

●特定健診
●特定保健指導

健診・ドックセンター：TEL. 0568-58-1535（直通）

40歳から74歳の健康保険（国民健康保険、健康
保険組合、全国健康保険協会、共済組合など）被
扶養者（家族）の方も対象となっております。
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当院は個人情報保護に積極的に取り組んでいます。

●5月1日（水）　即位の日・新元号「令和」施行・メーデー　●5月3日（金）　憲法記念日

●5月4日（土）　みどりの日　●5月5日（日）　こどもの日　●5月8日（水）　世界赤十字デー

●5月12日（日）　母の日・看護の日　●5月15日（水）　国際家族デー

●5月25日（土）～31日（金）　脳卒中週間　●5月31日（金）　世界禁煙デー

地域医療連携室が患者支援センターとなりました

・予約 ・各種サービス調整 ・医療連携 ・医介連携 ・入退院支援 ・在宅支援 ・相談窓口 ・転院、施設相談主な業務
　患者さまのご紹介やお問い合わせの窓口、入退院の支援、各種サービスの調整など、院内外の連携に関する
業務を総合的に行っています。住み慣れた地域に戻ることの支援、病気があっても「時々入院、ほぼ在宅」をモッ
トーに、地域の架け橋として、医療機関・関係事業所の窓口となっています。

地域医療
連携部門では

　済衆館病院は「ケアミックス病院」として、急性期一般病棟（2病棟）・地域包括ケア病棟（1病棟）、回復期
リハビリテーション病棟（2病棟）、医療療養病棟（2病棟）、緩和ケア病棟（1病棟）があり、医療を必要とする
すべての方が、疾病の状態や段階に応じた適切なケアが受けられるよう、様々な機能の病棟を有しています。
 また、在宅部門として居宅介護支援事業所、訪問看護ステーション、通所リハビリセンター（デイケア）、通所
介護（デイサービス）を併設しており、継続した医療と介護を提供しています。

当院の特色は

　看護師、公認心理師、社会福祉士（医療ソーシャルワーカー）、事務職員の多職種で構成され、入院中の相
談・支援はもとより、医療機関との病病連携、病診連携、介護支援事業所等との医介連携を担っています。

多職種が
所属しています

　地域医療連携室の連携拡充のため、患者支援センターと改称し、医療連携体制と入退院支援をさらに強化していきま
す。その一環として、PFM（Patient Flow Management）の取り組みを進めていきます。PFMとは病気の治療を中心に
行ってきた医療連携を患者さま中心の連携に切り替え、下図のように入院前から退院後を視野に入れた支援を早期から始
めるとともに、患者さまの状態や医療情報を在宅療養を担当する医療機関及び介護福祉施設と共有し、安心・納得して住
み慣れた地域で療養・生活が継続できるように看護師・社会福祉士が患者さま・ご家族と一緒に考え支えます。また、入
院中はベッドコントロールチーム(BCT)と協力し、患者さまの病態に適した病棟への転棟を行います。

改称後の
取り組み

入院前の支援
入院直後の支援

退院間近の支援・基本情報の把握

・入院説明
・治療内容の補足
・疑問、質問への回答など

（現病歴・既往歴・服薬状況
 家族構成・生活状況・介護状況など）

医師・看護師・社会福祉士・理学療法士
等と多職種で患者さまの治療や生活に
向けての話し合いを行い、必要時、退
院支援計画を立て患者さま・ご家族へ
説明します。

患者さま・ご家族の意向を含め、担当ケ
アマネージャーと生活に向けての話し
合いを行います。

PFMの流れ
Patient
Flow
Management

平成31年4月より

　医療機関からの紹介・逆紹介に対する案内、予約対応を行っています。また、患者さまに関する問い合わせ窓
口として、介護支援専門員や地域包括支援センターとの連携を図っています。
　入院・外来に伴う様々な心配ごとに対しては、相談窓口を設置し、社会福祉士が相談に応じています。相談内
容は、療養生活の不安・社会的問題に関すること、医療費に関すること、退院後の介護に関すること等多岐に
わたっています。退院・社会復帰に際しては、関係機関、地域サービス事業所と連携・協同し、患者さま一人ひと
りに対応した相談に努めています。

具体的な業務は

患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

西館1階　患者支援センター

春の野に すみれ摘みにと 来し我ぞ

野をなつかしみ 一夜寝にける
山部 赤人（万葉集）

平成31年4月より

春の野に、すみれを摘みに来た男が、あまりにも気分が良いので、
すみれ咲く野に横たわり、そのまま一夜を明かした。
春の野に、すみれを摘みに来た男が、あまりにも気分が良いので、
すみれ咲く野に横たわり、そのまま一夜を明かした。

入院生活や治療についての不安や疑問は職員までご相談下さい

ケア
マネジャー

訪問介護

介護施設
訪問診療
かかりつけ医

高度急性期病院
（三次救急病院）

病病連携
逆紹介→逆紹介→

←紹介←紹介
医介連携

済衆館病院
（二次救急病院）病診療連携
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